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1目 １．５1111
ように起動回転時のトルクが極めて大き
く、自力起動の長所は風方向追従機構が
不要なることと併せて本風車の欠点を補
って余りあるものがある様に思える．
図中には径拡大型（ＲＢ＝500ｍｍ，
Ｗ＝３００ｍｍ）と幅拡大型（ＲＢ＝３２０ｍｍ，
Ｗ＝６００ｍｍ）の実験結果をＦｉｇ．１２(Ｂ),(Ｃ）
で示すが、風速１０ｍ/ｓにおける径拡大型
の出力は１２Ｗａｔｔであり、出力は標準型を
基準としたローター径の比に比例し、最
大回転数は逆比例する傾向にある．従っ
て、本風車の径を拡大すればそれに比例
した出力向上を得ることが出来るが、回
転領域が狭まり、最大出力の回転域から
少し外れると出力が激落する使いにくい
風車となる．一方、幅を２倍に拡大した
場合を図（Ｃ）（この実験条件はかなり無理
をした結果、参考値）で与えるが、ほぼ
ローター幅に比例した出力増の結果とな
っている．この結果より本型式の風車は
ローター径を小さく適正にし、ローター
幅を大きくした幅拡大型として広回転域
で出力特性に柔軟性を与える型式が望ま
しく思われる．
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近未来における化石エネルギ源の枯渇
の予測は、今日の潤沢なるエネルギ使用
の時代は束の間のこととする認識を人々
に与え、再生エネルギに主点を置くエネ
ルギ革命の到来を予測させている．中で
も風力エネルギは，三次元空間の大きな
潜在力を有するものとして翼型の特性を
利用した高回転・高出力型の大型プロペ
ラ型風力タービンが開発され、将来的に
は地球的な電力需要の半分以上を賄える
未来エネルギと見為されている．
本研究は、小規模向きに適正があると
される全方位性縦型貫流式風車について、
特に動翼の最適化について実験的研究を
行ったものである．
本研究より以下の結論が得られた．
１．本実験での動翼枚数１６枚の条件で
最適効率は翼幅平板翼、曲板翼とも
に動翼５０ｍｍ・小翼５０ｍｍの１６枚で
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の組合せと、また８枚の条件では動
翼幅８０ｍｍとなる．従って、風車部
の半径１６０ｍｍに対し５０＄８０ｍｍなの
で無次元比率は夫々ｌ/３．２，１/２前後あ
たりに最適値があると推測される．
ローター動翼の枚数は１６枚の方が，
低回転域で著しく性能が向上し，最
大効率で動翼８枚の場合より２０％ほ
ど高い効率を示した．
小動翼を挿入した場合、動翼が小さ
くなるのに比例して効率が増加する．
しかし、小動翼を除いた８枚の場合
は逆に動翼が大きくなるほど，効率
も増加する．また、動翼、小動翼共
に翼幅を同一にして規則正しく配列
した場合の方が高性能となり，平板
翼，曲板翼共に同様の結果が得られ
た．
風車は同一受風面積のプロペラ型
風車に比べて出力性能は１/３程の能
力となるが、低回転時のトルクは大き
く、特に起動性は著しく向上する．
本風車の寸法効果として径を拡大
すれば拡大した分出力は向上する（但
し、Ｃｐは同一）が、作動回転領域は
狭まり使いにくい風車となる．一方、
ローター幅を拡大すれば拡大した分
出力増加となり、しかも回転領域は変
わらない．
案内羽根部の縮小部は基礎実験に依
れば増速装置として作動していない．
この部で２０％の増速が達成されれば
７０％の出力増加となる．標準型の場合、
案内羽根を外した計測では３０％ほど
出力が低減することより(8)、案内羽根
は風力の方向制御に作動している．
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